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レタンは，優れた血液適合性を有するということが示されたc第3章では， 2 -[ビス (2ーヒドロキシ













































ポリウレタンを得ている。メタノ ール トー ルエン混合溶媒中でそれらのポリウレタンの粘度を測定する
ことにより，それらは，高分子電解質の様な性質があることを明らかにしている。多血小板血紫接触実験
や走査型電子顕微鏡による観察により，長鎖アルキル基を担持するリン脂質化ポリウレタンは.優れた血
液適合性を有することを認めているc第3章では，2 -[ピス (2ー ヒドロキシエチル)メチルアンモニ







オー ル， 4，4'ー メチレンジフェニルジイソシアネート，ソ フトセグメントジオール， 鎖延長剤として1，4ー
ブタンジオール等を用い様々な リン脂質化セグメント化ポリウレタンを合成している。 ここで使われた
ソフトセグメントジオールは，水素イヒボリイソプレングリコール，ポ リブタ ジエングリ コール，ポリイソ
プレングリコール等である。DSC，X線回折法.ATR -FTIR， ESCi¥，及び接触角測定法によりその評価
を行っているのまた，機械的性質は，動的粘弾性や張力評価の実験によって調べ これらポリマーの血液
適合性は，多血小松血類接触実験放び走査型電子顕微鏡観察で評価している。その結果，これら新規リン
脂質化セグメント化ポリウレタンは，優れた機械的強度を持つだけでなく 市販医用ポリ塩化ピニルやポ
リウレタン等と比べて血小板の粘着が少なく また粘着した血小板の形態に大きな変化の見られないこと
を観察している。
第4編第1J寧と第121主では.高分子で鎖にホスファチジノレコリン類似某を担持した新規なセグメント化
ポリウレタン及びセグメント化ポリウレタンウレアを合成しているcソフトセグメント ジオールにはポリ
エチレングリコール及びポリブタジヱングリコールが用いられているの得られたセグメント化ポリウレタ
ンの粘度測定や機械的強度の測定，及び電子顕微鏡観察により優れた機械的強度と血液適合性を有する
ことを明らかにしている。
以上の様に.本論文の著者は.各章において得られた知見を総括し，結論として，これら新規リン脂質
化ポリウレタンが顕著な血液適合性と優れた機械的強度を持つことにより 生体材料 ・医用材料として広
く利用できることを指摘しているc 従ゥて，本研究は人工膜工学説ぴ生体学工学分野に寄与するところが
大きい。よって.本論文の著者は，博土(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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